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あいさつ ボランティア 学び合い 柳迫小「３つのタネ」 

「充実した学校生活を送れるように」 

              校 長 ＯＴ 

長かった夏休みが終わり、９月１日から２学期が始まりました。 
久しぶりに、子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。始業日から今日（9/4執筆）ま

で、欠席する子供が一人もいなかったことが、ご家庭など学校外の場所で元気にそして有意義
に夏休みを過ごした証なのだと感じています。 
 一方で、学期の始まりは、子供たちにとって楽しみな気持ちだけではなく、緊張したり、心
や体が疲れやすかったりする時期でもあります。長い休みの生活から学校中心の生活へと戻る

には、少し時間が必要な子供もいるでしょう。 
 学校では、しばらくの間、いつも以上に子供たちの表情や言葉、友達との関わり方などを大
切に見ていきたいと考えています。「いつもと少し違うな」「何となく元気がないな」といっ

た小さな変化に目を向けながら、一人一人が安心して学校生活を送れるよう、職員みんなで子
供たちに寄り添うようにしています。 
 ご家庭でも、お子様の様子を温かく見守っていただき、気になることがありましたら、どう
ぞ遠慮なく学校へお知らせください。 
 
今年度は児童の実態を考慮し、肯定回答（「はい」「どちらかというとはい」）の数値を表しています。（昨年度

は強肯定「はい」のみ）  

質 問 事 項 本 校 鹿児島県 全 国 

自分には、よいところがあると思いますか ６３．６ ８３．２ ８５．６ 

将来の夢や目標を持っていますか ７２．８ ８５．０ ８１．８ 

学校に行くのは楽しいと思いますか ９０．９ ８７．５ ８５．７ 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか １００ ９０．３ ９１．４ 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか １００ ９６．２ ９６．２ 

人が困っているときは、進んで助けていますか １００ ９３．１ ９２．７ 

学校の勉強のことについて、あなたの親や家族は、どれくらいあなたと話しますか ８１．８ ７５．９ ７５．０ 

学校での悩みについて、あなたの親や家族は、どれくらいあなたと話しますか ４５．５ ３９．１ ３５．５ 

 

さて、上の表は、今年度４月に行われた全国学力・学習状況調査（６年生実施）の児童質問紙
の結果です。この結果を見ると、本校の子供たちは「学校での勉強のことや悩みについて親や家
族と話す」ことについては県や全国を上回っています。これは、子供たちを大切に思う家庭の温
かな関わりの表れと捉えます。一方、「自分にはよいところがある」と感じたり、「将来の夢や目

標」をもったりすることについては、県や全国の平均を下回る結果が見られました。 
今後、学校では一人一人のよさや頑張りを認め、伝える機会を増やすとともに、夢や目標につ

ながる学びや体験を充実させていきます。また、結果だけでなく「できるように 
なったこと」「頑張っていること」に目を向け、励ましていきます。 
学校・家庭・地域が力を合わせ、子供たちが「自分は大切な存在だ」「こんな自 

分になりたい」と思える環境を整えていきましょう。 
 

 

※ 先日、「柳迫小しごとのとびら」という依頼文（保護者宛）を配布しました。子供たちの「将来の夢

や目標」を得られる貴重な時間になります。お忙しい中とは存じますが、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 



 

 

10 月の主な行事 
 １日(水)  体位視力測定 命の教育の日  

安全点検    移動図書号  
２日(金)  体位視力測定   
         SC来校（午後） 

 ７日(水)  生活科・社会科見学（１～４年） 
1２日(月)   ●  スポーツの日 
1３日(火)  稲刈り（予定） 
1４日(水)  不審者対応訓練 移動図書号 
１９日（月） お笑い芸人による人権教育講演会

（兼：家庭教育学級） 
2０日(火)  地震・火災避難訓練 
２２日(木)  居住地校交流 
２３日(金)  親子読書の日   
2８日(水)  市陸上記録会   移動図書号 
２９日(木)  市陸上記録会（予備日） 

７･８月「いじめアンケート」結果 
  ７・８月のいじめ認知件数は０件でした。 
２学期も子供たち同士がお互いに思いやりを持っ

た関わり方ができるように、指導していきます。 
  また、５月に認知した３件のいじめ案件で、子供およ
び保護者の方に、「少なくとも 3 ヵ月以上、いじめの行
為が止んでいるか」「現在、心身の苦痛を感じていな
いか」等について、担任が教育相談や PTA の際、面
談で確認しました。その結果、継続していないことが分
かりましたので、「解消した」と、学校は判断しました。 
 今月は、「保護者と一緒に考えるいじめアンケート」
に取り組んでいただきます。 ２日（水）に配布しまし
た。１１日（金）までに記入の上、提出をお願いします。 

  
 令和８年度全国学力・学習状況調査が 4月に行われました。この調査の目的は、義務教育水準の
維持向上と、学校における 児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等にあります。本校６年

生もチャレンジし、結果が公表されましたので、ご報告します。   （柳迫       県    全国     ） 

 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  より一層、課題を自立的・協働的に解決する過程を重視した授業・単元計画を発展させていくこ
と、問われている内容や意図に即して、必要な情報を読み取ることができる力を発達段階に応じて、
基礎から積み上げていく系統立てた取組を充実させていきたい。 

 
○  共有の課題・ジャンプの課題の出題意図の違いを明確にした学習活動を展開したい。 
 

 

 

夏休みの校内研修で、本結果を全職員で受け止め、子供たちに求められる力について話し合いました。そ

の中で、今後の授業改善を進めていく上で、大切にすべき内容について、下記のとおり整理しました。 

① 全職員でベクトルを揃え、「聴き合い、学び合う」ことを大切にした授業改善を行い、子供たちの学ぶ

意欲の向上に努めます。 

② 聴き合いながら要点をまとめたり、自分の考えを再構成するために必要な情報を必要に応じて取り入

れることを目的とした、効果的なグループ学習やペア学習を取り入れたりしていきます。 

③ 問われている内容や意図に即して、必要な情報を読み取ることができる力を、発達段階に応じて、基

礎から積み上げていく系統立てた取組を行っていきます。 

④ 「学びの過程」や「自己の変容を」振り返り、表出させていくリフレクションにも力点を置いた授業

づくりを進めていきます。 

全国学力・学習状況調査の結果について 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」や「書く 
こと」の平均正答率は、全国や県を少々上回ってい
る。さらに「読むこと」においては、全国や県を 11ポ
イントも上回る結果となっている。一方で、「情報の
扱い方に関する事項」の平均正答率は、15 ポイン
トほど下回っている。短答式や記述式の正答率が
全国や県より高く、選択式が５ポイントほど低かっ
た。「情報と情報との関係づけの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使うこ
と」、「考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など情報と情報との関係について理解すること」と
の関連がある。 
以上のことから、図示などにより語句と語句との

関係を表すことを通して、考えをより明確なものにし
たり、思考をまとめたりする活動を取り入れたい。 

 

 

算数 国語 

「数と計算」や「測定」、「データの活用」
の平均正答率は、全国や県を上回っている。
一方で「変化と関係」は、全国を８ポイントほ
ど下回った。 
問題場面において、数量の関係に着目し、
基準量、比較量、割合の関係や異種の二つ
の量の割合として捉えられる数量の関係に
ついて考えることができるようにしたい。その
ために、図や式などを用いて、基準量、比較
量、割合の関係を読み取ったり、表したりす
ることができるようにしたい。 
また、異種の二つの量の関係どうしを比べ
る場面で、得られた単位量あたりの大きさの
大小から、比べたい事柄について判断でき
るようにしたい。 

 


